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高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進

な
ど
を
自
的
に 、
65
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
配
ら
れ
て

い
る
「
浪
と
も
カ
ー
ド」

。

市
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の一
環

と
し
て 、
入
場
料
や
商
品
の

割
引
特
典
な
ど
を
受
け
ら
れ

る
俵
待
証
と
し
て
2
0
0
8

年
の
事
業
開
始
か
ら
24
年
度

末
ま
で
の
累
計
交
付
枚
数
は

1
1
7
万
枚
超 。
利
用
で
き

る
店
舗
や
施
設
は
1
8
0
0

を
超
え
る 。

横
浜
市
民
で 、
新
た
に
65

歳
に
な
っ
た
人
に
は 、
介
護

保
険
証
と一
緒
に
カ
ー
ド

が

自
宅
へ
郵
送
さ
れ
る 。
そ
れ

以
外
の
人
は 、

区
役
所
高

齢・
障
害
支
援
課
か 、
そ
ご

う
横
浜
店
（
西
区）
6
階
ミ

レ
ニ
ア
ム
カ
ウ
ン
タ
ー

で
受

け
取
れ
る 。
65
歳
以
上
の
横

浜
市
民
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
公
的
証
明
田
（
保
険
証 、

運
転
免
許
証
等）
を
持
参 ゜

基
本
的
に
は
僅
待
内
容
の

遮
用
は
本
人
の
み
と
な
る

が 、
一
部
の
店
舗
で
は 、
同

伴
者
の
利
用
も
可
能
な
も
の

も
あ
る 。
利
用
時
に
協
笠
店

で
確
認
を 。

浪
と
も
協
翼
店
は 、
カ
ー

ド
と
同
じ
図
柄
の
ス
テ
ッ

カ
ー

が
貼
っ
て
あ
る
店
舗
や

施
設 。
一
匹
は
区
役
所 、
行

政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー

ナ
ー

で
配

「
濱
と
も
カ
ー
ド」
を
使
お
う

65
歳
以
上
の
市
民
を
優
待

一

星
労
働
省
の
市
区
町
村
別
生
命
表
(
2
0
2
0
年
デ
ー

タ）
に
よ
る
と 、
男
性
の
一

一
平
均
寿
命
は
百
葉
区
が
83
.
9
歳
で
全
国
2

位 、
都
筑
区
が
83.
3
歳
で
同
8

位
と
全
一

一
国
の
ト
ッ

プ
10
に
入
っ
て
い
る 。

蔀
4
区
は
男
女
と
も
全
国 、
神
奈
川
県 、
横
浜
市

一

一
の

平均
を
上
回
っ
て
お
り 、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
「
長
寿
地
域
」

と
な
っ
て
い
る 。

一

長
寿
の
街・
青
葉

生
命
表
は 、
厚
労
省
が
5

年
に
1

度 、
国
勢
調
査
年
を

含
む
前
後
3
年
間
の
人
口
動

北
部
4
区
の
平
均
寿
命

態
統
計
を
も
と
に 、
日
本
の

は 、
OO
年
の
発
衷
当
初
か
ら

表

合
と
死
亡
数 、
出
生
数
か

男
女
と
も
に 、
全
国 、
神
奈

発

ら
作
成 、
2
0
0
0
年
か
ら

川
県 、
横
浜
市
の
平
均
を
す

別

発
表
し
て
い
る 。

べ
て
上
回
っ
て
お
り 、
男
性

寸

；
0
0
9
9
9
8
8
8
8
7

の
平
均
寿
命
で
は 、
05

木

89
89
89
的

邸

邸

邸

88
88
邸

邸

邸

町

函

年
と
15
年
に
4
区
す
べ

区

町
町

＿

PlD
町

て
が
ト
ッ

プ
30
位
以
内

三

区
市

H-

-
〖

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た 。

甘

旧
坦
而

三

言

H
中
で
も
青
葉
区
は 、

0 ．

年
lll

:
県
県
郁
郁
県
県
凩
県
県

05
年
と
15
年
に
全
国
1

省

g
呻
本
野
賀
●
京
京
梨
II
II

血
釧

位
に
な
っ

た
ほ
か 、
00

位
神
煎
長
滋
兵
東
東
山
畏
長
神
神

労

ぎ
2
3
4
5
6
7
8
9

10
13
16

年
が
3
位 、
10
年
が
8

の

厚

命
·
·
·

,
.
·
·
・

僕
20
年
が
2
位
共

0
9
4
4
3
3
3
3
3
3
ー

ト
ッ

プ
10
の
常
連
に

寿だ ．
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

呼
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

な
っ
て
い
る 。

on
 

細

村

村

都
筑
区
も
10
年
以

碑
〗

H
市

細

こ
〗

降 、
3
位
(
10
年）

、

鱗
兵
伊
呻
叩
口
暉
呻
Z
暉
年

4
位
(
15
年）

、
8
位

川
横
上
8
木
鎌
輝
横
尊
下
損

凛
IM
県
県
府
県
県
県
県
隈
凛

(
20
年）

と
連
続
で

帥
帥
11
知
都

町11
釧
賀
野

剖

ト
ッ

プ
10
入
り
し
て
い

る 。

神
神
畏
愛
京
神
畏
神
滋
長
神

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
0

 
女
性
の
順
位
で
は 、

1
3

 

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

（
「
漑
と
も
カ
ー
ド」

で

検
索）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る 。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で

は 、
区
名
や
「
見
る
・

遊

ぶ
」

「
食
べ
る
・

飲
む」

な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー 、

店

名
や
駅
名
な
ど
の
キ
ー

ワ
ー
ド

な
ど
か
ら
探
す
こ

と
が
で
き
る 。

問
合
せ
は
横
浜
市
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー(d

0
4
5
.

6
6
4
.
2
5
2
5
へ 。

露
雪

回
忌
終
回
江
誌
コ

高齢者のための優待施設利用証
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横
浜
市
は「
健
康
横
浜
21」

「
健
康
寿
命」
延
伸
に
カ

05
年
に
賣
葉
区
が
7

位 、
緑

区
が
28
位 、
10
年
に
百
葉
区

が
20
位 、
緑
区
が
34
位 、
15

年
に
都
筑
区
が
6

位 、
胄
葉

区
が
9
位 、
緑
区
が
34
位
な

ど
常
に
上
位
に
入
っ
て
お

り 、
叢
新
の
20
年
で
も
青
葉

区
が
13
位 、
都
筑
区
が
16
位

に
な
っ
て
い
る 。

な
お 、
20
年
に
男
女
と
も

全
国
1

位
と
な
っ
た
の
は
川

崎

市麻
生
区
だ
っ
た 。

北
部
4
区
の
平
均
寿
命
の

高
さ
に
つ
い
て 、
市
健
康
襦

祉
周
は 、
地
域
的
な
要
因
は

特
定
で
き
な
い
と
し
な
が

ら 、
一
般
論
と
し
て 、
医
療

提
供
体
制
の
充
実
や
ア
ク
セ

ス
の
良
さ 、

経
済
的
な
安

定 、
速
動
や
食
事
と
い
っ
た

生
活
習
四
の
良
さ
な
ど
の
要

素
を
挙
げ
た 。

こ
の
結
果
を
参
考

計

02

計

02

g

に 、
都
筑
区
福
祉
保

如

0

記

。

[

―

[

2

緑

健
課
で
は 、

讐
．

呻

□
呻

一

口

円
育
て
世
代
の
生
活

蜘

雲
。

鯰

雪
。
虹
虚

習

雙
の
関
連
が
大

[

門

□
i

□
『
『

[
5

"
[
[

血

―
-

200

匹

一

＿
＿

20
奈
都

注
目
し 、
厚
労
省
の

口
彦二碑

』

□
云―
"
"

85
84
83
82
81
80
79
78
77
76
75

90
89
88
87
86
85
84
83
82
81
80

全
青

せ 、

昨
年
9

月
に

の
理
念
に
基
づ
き 、
「
建
康

の
あ
る
期
間」
は 、
男
性
で

「
ツ
ヅ
キ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
チ
ャ

寿
命」
の
延
伸
を
重
点
政
策

8
.

49
年 、
女
性
で
11
.

63

レ
ン
ジ」
を
実
施 。
区
内
の

の―
つ
に
定
め
て
い
る 。

年
と
な
っ
て
い
る 。
神
奈
川

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

健
康
寿
命
と
は 、
＇

「
生
ま

県
の
女
性
の
平
均
は
12
.

99

「
ロ
ー

ソ
ン」
と
協
力
し 、

れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の

年
で 、

全
国
で
最
も
長
く

野
菜
の
摂
取
を
促
し
た
り 、

期
問
」

を
指
す
平
均
寿
命
に

な
っ
て
い
る 。

Y
O
U
T
u
b
e
に
よ
る
啓

対
し 、

外
出
や
仕
事 、

家

市
は 、
日
常
生
活
の
制
限

発
動
画
や
地
元
プ
ロ
バ
ス

事 、
遣
動
な
ど
の
日
常
生
活

を
生
じ
さ
せ
る
g
病
か
ら 、

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー

ム
「
横

が
「
健
康
上
の
問
題
で
制
限

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た

浜
ビ
ー
・

コ
ル
セ
ア
ー

ズ」

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

対
策
を
分
析 。
24
年
度
か
ら

g

6
1
3
1

:
3
2
8
4
4
5
0
1
1
6
4
2
8
7

る
期
間
」

を
指
す 。
厚
労
省

の
第
3
期
で
は 、
健
康
に
関

g
女

87
邸

87
邸

87
87
87
邸

87
邸

邸

邸

邸

邸

邸

87
88
邸

邸

88

命

が
昨
年
発
表
し
た
22
年
の
健

心
の
蒋
い
人
や
偉
康
づ
く
り

寿
男

81
823
81
82
�
79
80
�
5
831
831
830
82
820
82
81
830
826
83
83

均

康
寿
命
の
数
値
で
は 、
平
均

に
溢
手
で
き
な
い
状
況
に
あ

平の浜

寿
命
と
健
康
寿
命
の
差 、
い

る
人
へ
の
取
組
み
を
始
め
て

市

わ
ゆ
る
「
日
常
生
活
に
制
限

い
る °

横

国
市
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

II

谷

浜
只
j

ケ
子
沢
北
塚
而

谷

稟
筑

奈

土

全
損
鵡
神
西
中
而
保
硼
金
涅一P
池
旭
緑
瀬
栄
泉
胃
都

心
不
全
の
予
防
か
ら
治
療
ま
で

横
浜
労
災
病
院

循
環
器
内
科
部
長

青
木
元

横
浜
労
災
病
院
循
環
器
内

科
で
は
主
に
心
臓
血
管
の
ト

ラ
プ
ル
に
よ
る
各
疾
患
に
対

し
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す 。
代
表
的
な
疾
患
は 、
①

心
不
全 、

②
虚
血
性
心
疾

患 、
③
不
幣
脈 、
④
閉
塞
性

動
脈
硬
化
症
な
ど
で
す 。
特

に
最
近
世
界
的
に
増
加
頷
向

に
あ
る
心
不
全
に
関
し
て
お

話
し
し
ま
す 。

日
本
の
死
因
別
に
見
た
死

亡
率
で
は 、
心
疾
患
は
悪
性

新
生
物
（
悪
性
腫
四）
に
次

ぐ
第
2
位
で
あ
り 、
年
次
推

移
を
み
て
も
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す 。
特
に
人
口
の
高
齢

化
に
伴
い
心
不
全
の
占
め
る

割
合
は
著
明
に
増
加
し
て
お

り 、
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す 。

心
不
全
の
発
症
に
は
生
活

習
四
病
と
呼
ば
れ
る
高
血

庄 、
糖
尿
病 、
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
血
症
な
ど
が
大
き
く

関
与
し
て
お
り 、
早
期
か
ら

の
介
入
が
必
要
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す 。
心
不
全
を
発
症

す
る
と
身
体
機
能
は
低
下 、

悛
性
化
す
る
と
増
悪
と
改
善

を
繰
り
返
し
徐
々
に
軍
症
化

し
て
い
き
ま
す 。

心
不
全
の
症
状
は
息
切

れ 、
浮
腫
（
む
く
み）
な
ど

長

が
あ
り
短
期
間
で
体

暉
元
菫
も
増
加
し
ま
す 。

内
木
こ
の
よ
う
な
症
状
を

器
青

環

自
鎚
し
た
際
に
は
医

循

療
機
関
の
受
診
が
必

要
と
な
り 、
入
院
の
上
で
急

性
期
治
療
を
行
い
ま
す 。
急

性
期
治
療
後
は
再
増
悪
を
防

ぐ
た
め
の
治
療
が
重
要
と
な

り
ま
す 。

近
年 、
新
規
薬
剤
の
開
発

に
よ
り
心
不
全
の
再
発
予

防 、
再
入
院
抑
制
に
関
し
て

は
著
し
く
改
善
し
て
お
り
ま

す 。
当
院
で
は
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
い
た
予
後
改
善
の

た
め
の
薬
物
療
法
を
徹
底
し

て
お
り
ま
す 。
再
発
予
防
の

観
点
か
ら
服
薬
の
徹
底 、
体

菫
や
血
圧
の
自
己
管
理 、
減

塩
食
な
ど
の
食
事
制
限 、
生

活
環
壊
の
整
備
な
ど
が
重
要

で
す 。
ま
た 、
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
の
有
効
性
に

関
し
て
も
数
多
く
の
報
告
が

あ
り
ま
す 。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
当
院
で
は
医
師 、
心
不
全

都
筑
区
が
実
施
し
た
動
画
の
一

部

と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
で 、

鋤

き
・

子
育
て
世
代
へ
の
ア
プ

ロ
ー

チ
を
実
践
し
た 。
都
筑

区
で
は
昨
年
度
の
実
組
を
踏

ま
え
今
年
度
も
何
ら
か
の
方

法
で
同
様
の
啓
発
を
予
定
し

て
い
る
と
い
う 。

認
定
看
護
師 、

外
来
看
護

師 、

理
学
療
法
士 、

薬
剤

師 、
管
理
栄
蕊
士
な
ど
の
多

職
菰
で
心
不
全
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す 。

心
不
全
に
は
原
因
と
な
る

疾
患
が
あ
り 、
そ
れ
ら
に
対

す
る
治
療
も
必
要
で
す 。
当

院
で
は
冠
動
脈
に
対
す
る
カ

テ
ー

テ
ル
治
療 、
不
幣
脈
に

対
す
る
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ

レ
ー

シ
ョ

ン
治
療 、
徐
脈
性

不
幣
脈
な
ど
に
対
す
る
ペ
ー

ス
メ
ー

カ
ー

治
療
も
和
搭
的

に
施
行
し
て
お
り
ま
す 。
心

不
全
の
予
防
は
早
期
か
ら
生

活
習
四
病
へ
の
治
療
介
入
が

必
要
で
す 。
ま
た 、
心
不
全

を
発
症
し
て
も
再
発
予
防
が

重
要
で
す 。
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
か
か

り
つ
け
の
先
生
を
経
由
し
て

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い 。

·
横
浜
労
災
病
院
6
0
4
5
.

4
7
4
.
8
1
1
1

（
代
表）

横浜労災病院 経営企画課
長方形


